
164 務類第18巻第3号|昭和45年 12月

PorPhyra leucosticta T即 RET について

月 舘 i間ー*

J. TSUKIDATE Reports on Poゅhyraleucosticta TI-!URET 

祭者は1965年 3月にウッヅホー/レのリ トノレハーバーで本砲を採集した。本種は岩に着生

していたが，他に波聞にただよっている紫体もあった。日本へ持ち帰り室内で培養して，

今も維持している。実験室内での生理実験で設定している条件では有性生殖細胞は作らず，

日照時間を14時間以上にしなければ果胞子は形

成されない。形態はスサピノリに似ており数捌か

ら成体になるまで常に単胞子を生成する。しかし

生長の良いi剛志単胞子の生成は少ない。 ζの単胞

子を培養し成体にして単胞子を得， ζれを又培養

するという方法で維持している。人工海水で容易

に育ち，糸状体を経ずして業体にすることができ

るため，いつでも欲しい|時に実験材料と して使用

できるので都合が良く他の生理実験に用いてい

る。

1)形態餓綴，採集した梨体には制長いものから

詳しl床をおびたものまでいろいろあるが卵形のもの

が多い。縁辺は波うつ。大きさは大部分10c1n位で

紫色がかった黒褐色を呈している。 l与さは20tLか

ら50，日で細胞の商さは断面で巾の 1.5倍から 2倍

である。雌敵同株で生殖IXlは紛状をなして形成さ

れる。生銅細胞の分裂形式は♀ 8(三L，主，ヱ}
¥2' 2' 2 J • 、 1965年 3月にウッヅホーノレのリトノレ

o 6..1(3)-， -!?-ヱ}である。以上の観察は TAYL-
¥ ，，' 4' 4) ハーパーで採集した

OR1)や ROSENVINGE2)の記載と良く一致する。 Poゅh.ymleucosticta TI-!URET 

2)培養鰍祭 ;)胞子から 1~2 clllまでは12~180， 1~2clIt 以ヒの大きさの繋体で'.;j; 8~100 で

良く生育する。:'J't度は紫体の生育の全期間を通じ1 ，000~6 ， 000 luxが良い。 E[!!n時間も同

じく全期間を通して8~12時間ならば生育に変化は見られない。 単胞子の生成は数酬の紫
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体から見られ成体まで観察されるが正常に生育している時は単胞子生成はあまり見られず，

成体になってから生成される。この単胞子の発芽には二通りあり，仮根が短いものと非常

に長くなるものとが見られたがその原因は明らかでない。ただ成体に生成された単胞子は

長い仮根をつくる傾向が見られた。培養中に色は次第に赤昧がかった茶色になる。形はや

はり卵形のものが多くあらわれる。物理化学的な環境の変化，栄養塩の変化などに対して

巾ひろく耐えるためか比較的容易に表面のなめらかないわゆるしっかりしたノリに生育す

る。

3)考察;この Porphyraleucostictaは体形がスサビノリと似ており，縁辺が波うつ様

子も同じである。しかし葉体全体がー僚に紫がかった茶色であって，スサピノリに見られ

るように基部が緑色がかることはない。単胞子は数mの葉体から生成しはじめる。単胞子

を放出しながら生長をつづける。日照時間が14時間以下ならば有性生殖細胞は作らす，

2~3ヶ月たって ， 10cm位に生長すると単胞子を葉体全体に作り消滅する。培養液を1~2週

間ごとにとり換え，正常に育った場合には更に大きくなり最大41C111になることがあった。

黒木は幻 Porphyraleucostictaとスサピノリを比較して，スサピノリには普通の有性体

の他に中性胞子形成の無性体，精子のうと中性胞子のうを有する個体，精子のう，のう果

及び中性胞子のうを有する個体が存することを記し，乙の点はBERTHOLD，DAr¥GEARD 

(1931)が記載した Porphyreleucosticta観察と一致すると述べているが，日照14時間以

上でなければ有性生殖細胞を作らぬ点，生殖細胞の分裂形式が異なる点等から明らかにス

サピノリとはちがう種のように考えられる。福原4)は北海道産のアマノリを分類して20数

種あげているが，欧米では数種しか記載されていない。古来アマノリ属を食用にしている

日本に，アマノリ属の多種類が産することは興味深い。自然環境に人偽操作がはいり種が

環境の異なる所へばらまかれたためだろう。

本報告のために種の同定ならびに有益な御助言をして下さったDr.S. Lmw， Dr. H.W. 

NrCHOLS，及び Dr.R. T. WrLCEにおネしを申し上げる。

Summary 

Porphyra leucosticta THURET col1ected at Woods Hole， U. s. A. in 1965 has been 

grown and maintained in the artificial condition by successive transfer of monospores. 

The alga grows and forms monospores at 8-180 under day.length of 8-12 hr with 

1000-6000 lux. This species is morphological1y near to P. yezoensis UEDA， but， as 

already reportedし2)，differs from it in the type of division of sexual cel1s. It seemed 

to be the further characteristic of this alga that sexual cells were formed under 

day-Iength of only longer than 14 hr. 
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